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し此処に根拠地を建設すると云う状態で再び蝦夷地に風雲急を告げる時、嘉永六年六月二日（一八五三年）には、米 使節ペリ！ （ ヨ ・ 。 ・



























































フト埼界五十度説の嘱矢である。この日 交渉に於いてはアニワ港に居る日本人は僅かに二十人 ある し、我方も亦調査せずには是れについて明らか し得ずとし、来春二・三月頃現地調査を双方より立会人 派遣して行うことを露国使節は申立て、我が特使は是れを断ったのであっ 。而しカラフト島に居住する松前藩吏 夏期のみで冬期は留まる者少く、その支配も現実
ー
には行届き兼ねている状態であった。廿四 には再び会談を聞き、我方としてはカラフト全島は判らぬが アニワ港は我国 所
（ 日 ）









































































































































等が明らかにされたのであった。 かしカラフト島 幕吏が在住し、是れが撫育に当り、島民の窮之を改善せんとし のは寛政十年前後より後の事業である。こ 事業の続けられた地域はカラフ卜島の南部に限られたものであって、寛政十 年より十四年 聞は一応我支配力 及んだの
っ
たが、文化四年九月にクシュン



































問題はその経鵠並に関係国聞の条約等複雑さを内包し おり 幕末以降明治初期に至るまでの日露交渉は現に支配してい 国に利に展開しているよう みられる。しかしカラフト島支配の経精は、中国、我 そして露国 順に替って来たこ をみる。な 今後この問題を明らかにすべく研究してゆかねばならない。
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